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ブラジルから 

 

日本では「ベニノキ」とよばれているウルクン。

現在
げ ん ざ い

は主にインドで栽培
さ い ば い

されていますが，もとは

中南米が原産
さ ん

です。アマゾンの先住民
み ん

インディオ

が昔から使っていた植物で，赤い色素
そ

をボディペ

インティングに利
り

用していたそうです。 

 

↑写真：Museu Paranaense 

●  ウルクンの実 ● 

▶トゲトゲした実を割
わ

ると，赤い種
し ゅ

子がたくさん入っています。種
し ゅ

子は，

べとべとした赤いものでおおわれています。 

べとべとした赤い 

赤い種
し ゅ

子には香
か お

りも味もないため，食品に色を付
つ

ける着色料
りょう

として使われています。 

＊日本ではアナトー色素
そ

という名で，ハムやソーセージ，チーズなどを赤色や黄色に着色するのに用いられることがあります。 

▶スーパーでは，粉
こ

に  ▶種
し ゅ

子を油でいためると   ▶料
り ょ う

理に加
く わ

えて…          ▶ブラジル料
り ょ う

理，ムケッカのできあがり！ 

したものも売っています。 色が出てきます。 

森を歩けば，

ヘビのぬけがらや

大きなクモと出合

えます。 

 

▶学校では，種
し ゅ

子をクレヨンのようにして，絵

をかいてみました。 

空に向かってたくさ

んの実をつける，

ウルクンの木 
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